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　現代の企業行動を特質づける指標のひとつは，意志決定におげる「科学化」である。
そこでは，人聞の主観による判断は，出来るかぎり隈定され，その代りにおびただしい
客観的データが意志決定過程にイソプットされ，その処理の緕果としてのアウトプット
に依拠して判断が下される。Lたがって，現代企業一Mu－tipurposesとMu1timotiva・
tiOnSをもつ一の存続と成長のためには，情報が非常に重要視されねぱならないので
ある。
　また，経営におけるコソピュータリゼーショソの発展は，童すます晴報聞題の価値を
認識させ，アヵデミックな定義づげの洗練を受けてはないが，r情報革命」という言葉
さえも生みだしているo
　ここで論じようとするアーチボールド・ヴィロリァのrネットワークに基づくマネジ
メソト・システムズ」は，PERT（Program　Eva王uation　and　Review　Technique）／
CPM（Critical　Path　MethOd）の手法を使用して，経営情報システム（Management
Info㎜ation　System）を，トータル・マネジメソト・システムと関連させて，明きらか
にしようとしている。その点において，本書は，従来のP　E　RT的手法に関する諸著書
と異なっており。経営科学の立場からのみたらず，経営組識論の立場からも関心を引く
ものである。
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　本書の構成は，序文と序論をのぞいて，5部20章からなつている。第1部（1章一
7章）rネットワーク・プラソニソグ　それは何か一いかに作用するか」においてネッ
トワークを基盤とするマネジメン’ト・システムの基礎が論1二られている。第2部（8章
一12章）rツステムの導入」においては，ネットワーク・ベイスト・システムがいかに企
業に導入されるかが論じられ，第3部（13章一16章）rケース・スタディ」は，同シス
テムを実地に適用したケースの研究である。第4部（17章一20章）「閻題点と可能性」
では，同システムの間題点とこれからの展望が述べられている。第5都r附録」では，
用語の定義，文献，および論文「P　ERT仮説の解析的研究」などカ…おさめられている。
　拙稿は，上述のような内容をもつ本書の紹介と批判を第1部，第2部，第4部を中心
として試みようとするものである。
　まずr序文」およびr序論」において，著老たちは，本書が主としてプ旧ジェクト・
マネジメソト（Project　Management）のために開発されたマネジメソト・イソフォー
メーショソ・システムズの一種を問題とするということを明きらかにする。すなわち，
著者たちは，第1章以下において述べられるネットワーク・ベイスト・ツステムを一種
の経営情報ツステム（Managem㎝t　Infomation　System）として把握するのである。
そして，このM互Sは複雑な企業活動あるいは企業の諸資源をプラソニソグ，スケジュ
ーリソグ，およびコソトロールするために不可欠なものである。
　このようた清報システムの必要性は，さまざまな組織，そしてさまざまた科学が協同
したげれぱならない大規摸開発プ艀ジェクトから生みだされたものである。Lたがつて
その場合，各種の個別作業を統合し，時問的にl1廣序づげるマスター・プラソが重要とな
る。M　I　Sは，そのような計画化を出発点とLている。またその機能は，マネジャー予こ
意志決定に役立つ情報を提供することである。すたわち，情報の収集，伝達，貯蔵，検
索，合成，部分分析，および提示が経営情報システムの主な課題である。またそれは，
ある種のプログラム化された意志決定機能（サイモソのいうところの）をもはたすこと
ができる。
　次に第1部においては，ネットワーク・マネジメソトの基盤となるネットワーク’プ
ラソニ：／グの手法の基本が論じられる。
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た管理手法カミクリティカル・バス・メソヅドとか，PERTと称されるものである。
　すでにわが国でも，バートおよび，クリティカル・パス・メソヅドは実用化されてい
るので，ここではそれらの基本的ルールだけを簡単に紹介しておこう。
　上図（p．106）は，達成されるべきひとつのプ肩ジェクトがOから110までのイベソ
トーそれがまたマイル・ストーソ（管理単位）ともなる一に分割され，その全体の
プロジェクトは，41目（もしくは時問ないし週）問で完了することを示している。
　まずプラソニソグの過程では，各イベソト（あるいはノード（Node）目結合点）を
作業全体の中から割りだされねぱならない。それは，ブロジェクト解析の過程であり・
また作業分解構造図（WOrk　Breakthr㎝gh　Structure）を作成することでもあ乱それ
によって，当該プロジェクトが，その最小作業単位であるワ｝ク・バヅケージ（Work
Package）にまで垂直的に分解される。
　各作業はアローに従って順次に，あるいは並行して遂行される。そして各イベソト
閻を績ぶアローはアクティビティ（Activity）をあらわす。また上図の所要臼数たる41
日間は，各作業単位におげる所要時問の推定によつて，契約主との契約にあわせて決定
される。その決定方法には，各アクティピティの所要日数を合計するという伝統的な方
法（一点見積法）と，あるアクティピティの完了に必要な推定時間の楽観値（a）・非観
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　a＋4m＋b値（b）・最可能値（m）を基礎として推定所要時間（Te）を求める公武Te二　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　6
を利用する方法（三点見積法）などがある。そしてその推定値の累計（TE）は，各アク
ティピィティのTeをカロえることによつて求められる。三点見積の方法は，事故などに
よる目程のづれに関する確率計算をも可能にするが，一点見積法とこの三点見積法は，
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それぞれ，長所短所をもつており，使用する当該業種によつて，どちらを採用するかが
決定されるべきである。□の中の日数は．アクティピィティ開始の日から，アローにそ
ってF0㎜ard　Passしたもので最早開始時刻（EEC）と称され，△の中の目数は完了予
定日を起点として，BackwardPassに計算された最遅完了時刻（LAC）である。そし
て，LACからE　E　Cを引いた日数がトータル・フロート（tOtal　iOat）であ私また
フロートを基礎として，所要日数の短縮が行なわれる。さらに，上図の太線の部分はク
リティカル・バスと名付けられ，その経路を繕びつけると，最長経路となり，当該プロ
ジェクトの全所要日数が計算されるのであ飢
　また60と70とを結びつける点線はダミー（dummy）と称され，もともと同一イベソ
ドであるものが後続作業の関係（80と90）で分離されたことを意味する。したがって
60と70とのダミーでは，日数が計算されない。
　以上はPERT／TIMEのまったくのアウトライソにすぎないが，この簡単な図示だげ
でもっても，パートの手段カミいかに時問志向的であり，また統合的であるかが認識され
よう。
　著老たちは，このPERT／TIMEに，さらにコスト（cost）とマンパワー（manpo－
wer）のデータを加えることによってPERT／TIME／COST岬ANPOWERを完成
しようとする。それは，マネジャーが，「計画コストおよび人件費における超過もしく
は，余剰を予測でき，そLてクリティヵルな部分に関Lで有効に活動するために充分な
補充的情報をもつことを可能にする」。すなわち，コスト，およびマソパワーとワーク・
バッケージをむすびつけてプラソニソグすることにより，プ向ジェクトの密度を高めベ
スト・トータル・プラソを可能ならしめる。ただ，薯老たちは，このプロジェクト用の
コスト・アカウティソグと企業全体のそれとをいかにイソティグレートするかに関L
て，十分具体的に論じていない。Lかし，たとえば突貫］二事（crash）のように所要日数
を短縮する場合コストが上がるとゆうようなコストと時間とを結びつける点において，
PERT／CPM手法はすぐれているといえよう。いずれにせよ，PERT／TIME／COST／
MANPOWERにより三つのファクターの相関関係が明きらかにされ、それらの合理的
配分が可能にされるのである。
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　それでは，上述のバート手法はいかにして企業内において作成され，実用化されるの
か。その間題を著者たちは，本書第2部において論じている。
　まず，ある企業がそのブロジェクトをネットワーク手法によつて管理する（あるいは
一応パイロット・モデルを作成してみること）と決定するならぱ，情報科学およびマネ
ジメソトー般に関する知識をもつプラソナーを任命する。そのプラソナーは、パート的
管理法の基本的目標，すなわち，必要な情報を必要な時に，意志決定をなすマネジャー
に提供するということを常に意識していなけれぱならない。そしてそのさい，とくに間
題と次るのは，従来の職能組織とプ四ジェクト組織との関係である。あるプロジェクト
を完遂するためには，その賓任老たるチーフ・マネジャーに予算作成から作業完了まで
のすべての権限が与えられねぱならない。したがつて，そこでは当然，既存のライソ・
エソド・スタッフ組織の権限構造とのコソフリクトが生じ飢そのようなコソフリクト
をふせぐためにマトリックス組織（Matrix　Organization）が作られる。マトリヅクス
組織とは，種々のプロジェクトにたいして特殊な職能をなしうるスキルと能力をもつ確
固たる部門からなる組織である。その場合，プロジェクトは，本質的に職能的複合体
（essentially　fmcti㎝al　cOmp－ex）の，特殊化された部門のサービスを受けつつ完成さ
れるのである。そLて，その場合当該プロジェクトの責任を負うプロジェクト・オフィ
スの権限と，職能部門がもつ権隈とが明確に区分されねぱならない。
　次に問題となるのは，ある企業が複数のあい関連するプロジェクトをもっている場
合，それらはいかに結合されるかということである。
　薯者たちは，それを次の三つのケースに分ける・
　r行動の結果」依存関係（“Resu1t－0f－ActiOn”Dependency）　これは，あるプロジ
ェクトにおけるイペソトもしくは，アクティピィティが完了してはじめてそのイベソト
やアクティピィティの成果を使用する他のプロジェクトのアクティピィティが開始され
うる状態である。
　r共通資源単位」依存関係（“COmmonRes㎝rceUnit”Dependency）これは，二
つのプロジェクトが同じ資源（熟練工・機械など）を用いるために，順序関係が生じる
場合である。
　r共通資源使用率」依存関係（“COmm㎝Resource　Rate　of　Use”Dependency）
これは，二つのプロジェクトが共通の資源を使用しているが，もし，一徒の隈度を越え
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なけれぱ，その二つのプロジェクトの両方が同じ資源を使える関係であ桃
　前の二つの依存関係は，イソターフェイス・イベソト（inte㎡aCe　eVent）として，各
プロジェクトのネヅトワークを結びつげるものとな飢　しかし後老のr共通資源使用
率」依存関係の場合には，まず，クリティカル・バス上にあるイベソトを優先させる　　　・
ことを試み，っぎに，フロートをもつアクティピィティを検討して，フロートの少いア
クティピィティを優先させ私また，そのような複雑なネットワークを管理するには，
コソピュータの導入が必要となる。
4
　第4部において，とりわげ翼味のあるいば，PERT／TIME／COST／MANPOWERと
トータル・マネジメソト・システムとの関係であ㍍
　著者たちは，マネジメソト・プロセスを，目的設定，冒的達成を指令すること，そL
て結果を測定するという循環過程として理解する。
　下図（p．409）のように，その三つのブロセスは，さらに九つのサブ・プロセスに分
解されうる。そのうち，とくにネットワーク・システムと関係のあるのは，上図では横
線の入っているプラン，コミュニケートおよび測定，詳価，コソトロールである。
　たお，円内の二つの要素「革新の促進」とrメソバーの開発」は，マネジメントを動
かす歯車であり，マネジメソトの質と継続性に影響を与えるo
　しかL，上述のような，ネヅトワーク・システムは，本質的には，マネジメソト・プ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロセスのうち，プランニソグと測
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　定の過程において役立つものであ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　るO
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　すなわち，プラソニング・ツー
ルとしてのネヅトワ｝クのシステ
ムは，その解析的特質のために，
プラソナー音こ各アクティピィティ
やイペソトを論理的に分析Lか
つ構成せしめるようにするoす
なわち，最高経営層は，企業が当
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該プ艀ジェクトにイソプヅトできる諸資源を全体的展望のもとにプラソニソグできるの
である。またネットワーク・ベイスト・システムは，すでに設定されたプラソを評価
（eVaIuati㎝）する機能をもはた九すなわち，プラソと実績との差異が．ネヅトワー
ク・ベイスト・ツステムのもつM　I　S的機能により，明確にされるのである。そして，
ブラソは常に再検討され，かつ，up　to　dateなデータがたえずイソプットされる。した
がつて，そこではこのネットワーク・ベイスト・システムは，コソトロール機能をはた
すのである。
　本書において展開されているマネジメソト・イソフォーメーショソ・システムは，マ
ネジメソト・セオリーにとっては、マネジメソト全体の概念的枠組作成への一礎石とし
ての価値をもつ。すなわち，組織理論が，意志決定論，企業理論，および行動科学的人
間関係論へと発展的に解消Lつつある今目の理論的状況において，とくに企業全体の把
握を可能にするフレームが必要となってきている。M　I　Sは，もちろん，トータル・シ
ステムの一サブ・システムにすぎ改いが，それを本書が示唆しているように，マネジメ
ソト・ブロセスと結びつげることにより，企業行動のトータルな把握が可能となるので
あろうoそLてその可能性は，ネヅトワーク．ベイスト・マネジメソト・システムに適
合Lたコソピュータ・プログラミソグを開発することにより，ますます大ぎくなるであ
ろう。だが，現在ではM　I　Sは，依然として「決定機能」をはたすまでにいたっておら
ず，たんなる情報処理のシステムにすぎないのである一こだそれは，本書が指摘するよ
うに，トップ・マネジメソトに，かれらの意志決定過程において，最適解を求めてより
イクスプリツヅトリィにかつ解析駒に一思考することをしいるのである。すなわち意志決
定の合理性が促進されるのであ私
　いずれにしても，本書は，上に述べたように，今後のマネジメソトのあり方をM互S
を中心に包括的に論じているのである。そしてそこに，おれわれば，従来のパート手法
一それは大部分ロァ・マネジメソトのみを対象とLπものて1ある　　の限界を越え
た，新しいトータル・マネジメソト・システム開発への手がかりをみいだしえるのであ
るo
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